
〇　東京都や東京都技能士会連合会など関係機関との密接な連携の下に、能力開発事業や技能評価事業、

  技能振興事業を効果的に実施し、技能人材の確保・育成と技能者の地位向上に貢献していく。

〇　 デジタル技術の活用などによるサービスの向上や事務事業の効率化を図るとともに、経費節減に努める。

１　総務事項

・

　

・

１

　 　

　 ２ 　

  ３月 

　 ３

 ７月 ・ ２月

　 １

　 ２

　 ３

　 ４

　 １

：

：

　 ２

随時見直しを行っていく。

6月5日

情
報
提
供
等

 会報等の発行

会　　　報 ４回発行

事業概要 １回作成

 ホームページ等による情報提供

令和５年度末にリニューアルしたホームページを活用し情報発信力の更なる強化を図ると共に、

総

会

・

理

事

会

等

 通常総会

 理事会

 参与会

会
長
表
彰

 認定訓練・技能検定等で功績、功労のあった個人及び団体

 東京都技能検定試験成績優秀者

 会員団体主催の技能コンクール等で優秀な成績を修めた者

 認定職業訓練校成績優秀者

運
営
方
針

安定した事業運営を支える財政基盤の確立に努めるとともに協会事業の一層の活用促進を図るため、

事業のPR強化等に努める。

事務改善や職場環境の改善に取り組み、効果的、効率的な事業運営を図る、。

令和6年度 事業計画（案）に関する件

《事業運営の基本方針》

事項 概　　　　　要

第３号議案
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事項

・

　

・ 厚生労働大臣が指定する職業訓練指導員免許取得講習を開催する。

３回 ［定員］４０人/回

・ 東京都が実施する職業訓練指導員試験の受験者を対象とする受験対策講習会を開催する。

１回 ［定員］４０人/回

・認定訓練制度のPR、当協会会員認定校への支援を実施

１ 認定職業訓練支援強化事業

・ 巡回による情報提供等（会員企業・団体・認定校）

・ 新規認定に向けた相談・指導

２ その他事業

・ 「ものづくり・匠の技の祭典2024」への出展助成

・ 都立職業能力開発センター「技能祭」への参加助成

・ 校外実習等の助成

事項

・

新入社員（３日）

　〃　フォローアップ（２日）

　〃　ビジネスコミュニーケション（１日）

若手社員（２日）

中堅社員活性化（２日）

中堅リーダー（２日）

管理職養成（２日）

管理職実践（２日）

合　　計 ― 55 1,400

　講 師 派 遣 研 修 15 5 75

　オ ン ラ イ ン 研 修 10 7 70

（小計） 36 1,080

　課 題 別 研 修 25 7 175

管理職等
30 5 150

30 1 30

90

30 1 30

初級・中堅

30 2 60

30 6 180

30 10 300

各
種
研
修

研修区分 定員 回数 定員(人)

  階 層 別 研 修

新入社員

30 8 240

30 3

認
定
訓
練
関
係

３　人材育成研修事業

概　　　　　要

運
営
方
針

人材育成研修の実績や受講者のアンケート等を検証し、受講ニーズに即した研修科目やカリキュラムを企画する。

指
導
員
講
習
等

２　職業訓練振興事業

概　　　　　要

運
営
方
針

東京都と緊密な連携を図りつつ、職業訓練指導員講習及び認定職業訓練校に対する各種事業を実施する。
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・

　（随時試験）

１

２

～ ～

★

☆

★…金属熱処理を除く３級職種

☆…造園職種・とび職種

３ 若年者の受検促進の強化【新規】

１

２

５,４００ ５,４００

随
時
試
験

実施日程

年間を通じ、随時実施

随時２級 ３３ ４０ ７００ ７００

合 計 ―

随時３級 ４６ ７１ １,１００ １,１００

規模

等級 職  種 作  業 学 科 人 員 （人) 実 技 人 員 （人)

７４ ３,６００ ３,６００基 礎 級 ４７ 

7 月 14 日 ( 日) 8 月 18 日 ( 日 )  1月26日(日)  2月2日(日)

8 月 25 日 ( 日) 9 月 1 日 ( 日 )  2月5日(水)  2月9日(日)

実 技
試 験

問題公表 5月30日(木) 11月28日(木)

実    施

合  格  発  表

8 月 30 日 ( 金)

10 月 4 日 ( 金) 3月14日（金）

11月28日(木)

6月6日(木) ～ 12月5日(木) ～11月13日(水) 2月16日（日）

学  科  試  験

10,000 10,000

実施日程

前  期 後  期

10月7日(月) 10月18日(金)

１ 級 103 165 4,450 4,450

令和6年9月2日（月）

3,300

３ 級 20 29 1,940 1,940

単一等級 10 11 150 150

合 計 ―

定
期
試
験

規模

等級 職  種 作  業 学 科 人 員（人)

２ 級 103 165 3,300

実  施  公  示 令和6年3月1日（金）

受検申請受付 4月3日(水) 4月16日(火)

技能検定の意義、取得のメリットを分かりやすく説明する動画を制作し、受検実績のない学校への個別
訪問によるPRを実施

 実 技 人 員（人)

特 級 25 ― 160 160

４　技能検定事業

事項 概　　　　　要

運
営
方
針

東京都の実施方針等に従い、技能検定委員及び協力団体・協力企業を適切に指導するとともに関係機関と

連携し、厳正かつ公正に技能検定を実施する。

　（定期試験）
　　若年者の受検者増を図るため、学校を中心にPRを強化する。

　　江戸川検定試験場と瑞江事務所との連携を強化し、効率的かつ円滑に試験を実施する。

－ 23 －



・

・

１

当協会が試験を実施

２  試験分野・区分

３

［前期］ 令和６年１０月６日（日） ［後期］ 令和７年２月１６日（日）

４

［前期］ ３，５００人 ［後期］ ３，５００人

１

２

３  実施日程

 令和６年４月～令和７年３月（毎月実施）

４  実施規模

７５０人

ＯＡ機器操作分野

ワープロ部門
１級・２級・３級

表計算部門

情報セキュリティ部門 単一級

部 門 等級区分

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

 概　要

ホワイトカラーを対象とした公的資格試験で、中央職業能力開発協会の協力依頼に基づき

分　野

８分野 ４１区分

 実施日程

 実施規模

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
サ
ー

ビ
ス
技
能
評
価
試
験

 概　要

コンピュータ操作従事者を対象とした公的資格試験で、中央職業能力開発協会の協力依頼に基づき

当協会が認定・登録した施設が行う試験の一部事務を実施

 試験分野

分 野

経営情報システム 経営情報システム （４区分）

経営戦略 経営戦略　（３区分）

ロジスティクス ロジスティクス管理　等 （６区分）

営業・マーケティング 営業、マーケティング　等 （５区分）

生産管理 生産管理プランニング　等 （６区分）

企業法務・総務 企業法務、総務　等 （６区分）

区　分

人事・人材開発・労務管理 人事・人材開発、労務管理 等 （５区分）

経理・財務管理 経理、財務管理　等 （６区分）

５　技能評価事業

事項 概　　　　　要

運
営
方
針

ビジネス系の職務遂行能力の評価を行う公的資格試験として、厳正かつ公正に実施していく。

中央職業能力開発協会と連携し、効率的な運営を図る。

企業や関係教育機関等に対するＰＲ活動を通じて受験促進を図る。
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・

・

 ３４歳以下のものづくり職種に就職を希望する若者

 ２０職種程度［洋裁・江戸指物 等］

 最大２０日間程度

 ５０人程度

・

 小学校、中学校等の生徒等

 タイル張り、印章彫刻、貴金属装身具、表装、寝具製作、工場板金 等

 ４，２００人

・

１ 第６２回「技能五輪全国大会」への参加

 国内青年技能者（原則23歳以下）

 令和６年１１月２２日（金） ～ ２５日（月）

 愛知県 （愛知県国際展示場 他）

２ 第１９回「若年者ものづくり競技大会」への参加

 能力開発施設、工業高校等の若年者（原則20歳以下）

 令和６年７月３１日（水） ～ ８月１日（木）

群馬県 （Ｇメッセ群馬 他）

〔 目 的 〕  技能競技を通じ、青年技能者に努力目標を与えるとともに、技能に身近に触れる機会を提
供するなど、技能の重要性、必要性をアピールし、技能尊重気運の醸成を図る。

〔 対 象 〕

参加支援、普及啓発を行う。

も
の
づ
く
り

体
験
教
室

ものづくりに接する機会を提供するため、小中学校へものづくりマイスター等を派遣し、ものづくりの実演や
体験指導を行う。【規模増】

〔 対 象 〕

〔 職 種 〕

〔受講者数〕

競
技
大
会
等
へ
の
参
加

各種技能競技大会への参加にあたり、選手選抜や選手派遣事業所との連絡調整、参加促進等助成、

〔 会 場 〕

〔 目 的 〕 若年者に対して技能レベルを競う場を提供することにより、若年者に目的を付与し、技能を
向上させることにより就業促進を図り、合わせて若年技能者の裾野拡大を図る。

〔 対 象 〕

〔 日 程 〕

〔 会 場 〕

〔 日 程 〕

職
人
塾

若者をものづくり現場に誘導し、若者の技能職への就業の契機とするため、ものづくり現場のオンライン

見学会や職人の指導の下で職場体験を実施する。

〔 対 象 〕

〔 職 種 〕

〔実習期間〕

〔 規 模 〕

６　技能振興事業

事項 概　　　　　要

運
営
方
針

若者のものづくり離れや熟練技能者の高齢化が進む中、若者を中心に技能尊重気運を醸成するとともに、

技能者の地位向上や技能向上に資する多様な事業を展開し、ものづくり人材の確保育成に貢献していく。

事業実施にあたっては、東京都技能士連合会など関係機関との連携を密にして効果的な運営に努る。
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４ 全国技能競技大会等参加促進事業

全国技能競技大会等選手育成強化補助金

東京都（日本）代表として出場する選手及び出場を目指す選手の強化実習に係る経費を補助する。

①対象競技大会

② 補助対象団体

 中小企業者、学校、競技職種関係団体等

③ 補助対象経費

 外部講師謝金、材料費、会場・機器等賃借料、外部講習会参加費等

④ 補助金額等

 ・補助率：３分の２以内

 ・限度額：２０万円/人、１００万円/団体

技能五輪全国大会出場支援補助金

東京都代表として出場する選手の参加に要する経費を補助する。

① 対象団体

 中小企業者、学校、競技職種関係団体等

② 対象経費

 大会参加費、職種別負担金

③ 補助率等

 ・３分の２以内

 ・限度額：１０万円/人、５０万円/団体

参加支援

東京代表選手及び関係者に対し、事前の説明会、当日の支援、参加後の報告会等の支援を

実施する。

普及啓発

新たに社員を参加させる企業等を増やすため、競技大会の参加の効果や練習の方法、企業の役割

などについて普及啓発を実施する。

５ 「ものづくり・匠の技の祭典2024」

東京都が主催する「ものづくり・匠の技の祭典2024」に共催団体として全体運営に携わるとともに、

各種ブースに出展し、匠の技の魅力を発信する。

令和６年８月２日（金）～４日（日）

東京国際フォーラム

〔日 程〕

〔会 場〕

事項 概　　　　　要

競
技
大
会
等
へ
の
参
加

(1)

 技能グランプリ、技能五輪全国大会、全国障害者技能競技大会及び関連の国際大会

(2)

(3)

(4)
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・

・

１  若年技能者の人材育成に係る相談・援助

・

２  ものづくりマイスターの認定・登録

・ ものづくりマイスターの認定・登録に関する相談・援助を実施

３  指導技法等講習会の実施

・

４  ものづくりマイスター等の派遣による実技指導の実施

（１）　ものづくりマイスターの派遣

① 工業高校等

・技能検定課題等を活用した実技指導を実施

〔規 模〕 受講者 延２，２５６人日

② 中小企業等

・企業ニーズに即した実技指導を実施

〔規 模〕 受講者 延９００人日

　　　

（２） 熟練技能者の派遣

　　 ・ものづくりマイスター対象外の職種で実施

１  技能五輪全国大会予選の実施　　　 

３職種 ［西洋料理、洋菓子製造、電工］   

２  技能五輪全国大会等参加者への支援(旅費等)

・ 「技能五輪全国大会」 （開催地：愛知県） 

・ 「若年者ものづくり競技大会」 （開催地：群馬県）

３　現代の名工の表彰制度の紹介コンテンツの作成支援

事業の進捗管理及び推進計画を審議する。

 〔開催〕 本会議：２回、専門分科会：２回

 〔委員〕 学識経験者、経営者団体、労働者団体、教育関係者、東京都、東京労働局

新たに認定されたものづくりマイスターに対し、指導技法等講習会を実施（年2回程度）

③ 小中学校等

７　若年技能者人材育成支援等事業（厚生労働省委託事業）

事項 概　　　　　要

運
営
方
針

若年者の技能検定受検促進を図るため、工業高校等に対する実技指導を拡充する。

業種に着目したPRの実施及び実施後のフォローの徹底などを通じ、中小企業等へのものづくり

マイスター派遣先の拡大を図る。

〔規 模〕 受講者 延７００人日

〔規 模〕 受講者 延２００人日

地
域
に
お
け
る
技
能
振
興

連
携
会
議

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

の
認
定
・
活
用

相談受付窓口を設置し、若年技能者の人材育成に係る相談・援助、ものづくりマイスターを活用

④ イベントエリア等

・ものづくりの実演・ものづくり体験指導を実施

・小中学校等の生徒を対象にものづくりの実演・ものづくり体験を実施

〔規 模〕 受講者 延 ２００人日
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した実技指導など総合的なコーディネートを展開


